会　議　記　録
高松市附属機関等の会議の公開および委員の公募に関する指針の規定により，次のとおり会議記録を公表します。

	会 議 名
	第3回高松市文化芸術振興条例検討委員会

	開催日時
	平成24年10月26日(金)午後2時～4時

	開催場所
	高松市役所　4階　会議室

	議    題
	(1)前回の議論について
ア)条例項目案
イ)児童生徒および教師へのアンケートについて
(2)その他

	公開の区分
	　　■　公開　　□　一部公開　　□　非公開

	上記理由
	

	出席委員
	鹿庭委員，鎌田委員，北岡委員，木ノ下委員，小西委員，坂委員，島田委員，冨田委員，橋本委員，林委員，村川委員
計11人(4人欠席)

	傍 聴 者
	     0 人　　（傍聴席5人程度を確保）

	担当課および連絡先
	高松市文化芸術振興課　839－2636


	審議経過および審議結果

	会議を開会し，次の議題について協議し,下記の結果となった。

(1) 前回の議論について
ア)条例項目案
事務局
　前回，「小項目でわかりやすい条例として，できるだけ市民に届くもの，読んでもらうものとして作り上げるべき，および社会の変化に応じ条例改正のハードルを低くし，素早く反応できること」という意見を踏まえ，今回できるだけ小項目，考えられる項目を並べた案を提示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
また，「条例に直接関係する人は誰なのか」という意見から，ビジョン作成に当たっては，来年度予算で委託料を予算化するとともに，文化芸術に関るキーマンへのヒアリングを行い，ビジョンに反映したいと考えていることを報告。
委員意見
・小項目により，その後の基本計画に落とし込みやすいという意図だと考えるが，一方で，細分化より，ボーダー上にあるものがこぼれる懸念もあり，ゆるやかな括りが必要な場合もあると感じた。
・方言による条文はどうか？

→（事務局）訳付けはあってもいいが，法令文は誰が読んでも同じ結果にたどり着くべきものだし，また方言は世代間差もある。
・役割の順番について？市→市民→学校は違うと思う。
→（事務局）責務が発生するものは，まずは市本体が責務を担うという姿勢を打ち出している。順番よりも，書きぶりをどうするかという方が大切

・罰則規定はないのか？

→（事務局）議論いただき必要とあれば，行政として検討する。

・学校の役割だけでなく，たとえば地域や民間企業の役割はどうなる？それを市民という言い方だけでカバーできるのか。前文・目的の問題，その中に包括できるようにするとか？
・海外発信を「16条　情報発信等」に意識的に入れる。

→（事務局）16条の「情報収集と発信」という項目でおこす。

・どの項目も内容想定を書き連ねると固定化のきらいはあるが，箇条書き等により内容が見えてこそ土台が作成できると考える。

・高松市の文化芸術の将来方向をどういう方向で行こうとしているのかという議論が最も大事。それをしないまま項目についての議論はできない。
→（事務局）次回までに第1条目的，定義，基本理念あたりを市の方で叩き台を作成する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

イ)児童生徒および教師へのアンケートについて

事務局
将来を担う子どもたちの意見，その子どもたちを教育している現場の意見を知りたいとの前回意見から，小学生5・6年生対象，中学3年生対象，学校現場の先生方に対するアンケート案3種類を提示した。

委員意見
・成人に対して行ったアンケートとの項目の整合性は？このアンケート結果を条例に反映させたいのか？

→（事務局）子どもたちの文化芸術に対する認識を知るもの。前回の議論の中で，どのような文化環境下にあるのか知りたいとのご意見であった。

・質問量が多すぎ，また(教師の場合)個人を特定しやすいので回答が嫌われる。

→（事務局）修正と同時に，どのタイミングですべきかも再考する。


	(2) その他について

　　事務局より，次回会議について１１月３０日（金）午後２時の開催予定とすること，次回までに「目的，定義，基本理念」の叩き台を作成し，子どもおよび教師向けのアンケートの内容時期について再考を課題とし，次回以降の委員会資料を，事前に委員の郵送を提案し，委員全員が了とした。
　　その他，委員から特に意見はなく，以上をもって，本日の会議を終了することとした。
※但し，第4回検討委員会は，平成25年1月10日(木)午後4時より(約2時間)と後日変更となった。
以　上





































